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自動物流道路による効果等の試算について

資料１



１．試算条件
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〇自動物流道路への物流の転換による効果について、以下のとおり試算の条件を設定。

【デポの設定】

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京

大阪、奈良

和歌山、兵庫

中国、四国

九州

京都 滋賀 三重 愛知

岐阜

静岡 北海道、東北

群馬、栃木

茨城、埼玉

千葉、東京

神奈川

山梨

＜各デポに荷物を出入させる対象都道府県＞

【デポ間ごとの転換率】

① 大型車の制限速度（80km/h）に基づく一定時間での到達可能範囲を設定
② １時間以内（80km）、２時間以内（160km）、４時間以内（320km）、４時間超（320ｋｍ超）で区分け
③ 各ゾーン、品類ごとに転換率を設定（対象品類は、小口類である農水産品・軽工業品・雑工業品）

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

46045042038030016040東京

42041038034026012040神奈川

300290260220140120160静岡

16015012080140260300愛知

80704080220340380三重

403040120260380420滋賀

103070150290410450京都

104080160300420460大阪

備考雑工業品軽工業品農水産品

80km以内
(１時間圏域)

40%40%20%ゾーン１

160km以内
(２時間圏域)

60%60%40%ゾーン２

320km以内
(４時間圏域)

80%80%60%ゾーン３

320km以上
(４時間以上)

100%100%80%ゾーン４

40km140km40km30km10km 120km80km

※農水産品：麦、米、雑穀・豆、野菜・果物、羊毛、その他の畜産物、水産品、綿花、その他の農産品

軽工業品：パルプ、紙、糸、織物、砂糖、その他の食料工業品、飲料
雑工業品：書籍・印刷物・記録物、がん具、衣服・身の回り品、文房具・運動娯楽品、家具・装備品、その他の日用品、木製品、ゴム製品、その他の製造工業品

北海道・東北～中部以西は、関東周りと想定

着

発

デポ間の距離（km） 転換率



２．物流量の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算すると、各デポ間を通過する物流量は１日あたり約１２万ｔ～１４万ｔと想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

61,761t/日

【物流量】

53,714t/日62,456t/日56,569t/日54,776t/日53,744t/日53,094t/日

63,857t/日

116,950t/日

63,056t/日

116,800t/日

64,632t/日

119,408t/日

68,224t/日

124,793t/日

71,211t/日

133,667t/日

75,101t/日

128,815t/日

77,288t/日

139,049t/日合計
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３．交通量の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算した物流量から換算した、各デポ間を通過する交通量は１日あたり約１万２千台～３万５
千台と想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

5,313台/日 5,380台/日 5,484台/日 5,664台/日 6,252台/日 5,377台/日 6,180台/日

6,389台/日 6,312台/日 6,470台/日 6,830台/日 7,128台/日 7,515台/日 7,732台/日

11,702台/日 11,692台/日 11,954台/日 12,494台/日 13,380台/日 12,892台/日 13,912台/日

【交通量（10t＝トラック1台・積載率100%で換算）】

合計
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大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

13,277台/日 13,442台/日 13,702台/日 14,152台/日 15,622台/日 13,435台/日 15,445台/日

15,967台/日 15,769台/日 16,164台/日 17,062台/日 17,809台/日 18,781台/日 19,325台/日

29,244台/日 29,111台/日 29,866台/日 31,214台/日 33,431台/日 32,216台/日 34,770台/日

【交通量（10t＝トラック1台・積載率40%で換算）】

合計



４．削減可能なトラック台数・労働時間の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算すると、自動物流道路でカバー可能な１日あたりのトラック台キロは約６００万台キロ、労
働時間は約１万人日と想定。（積載率１００％の場合）

【トラック台キロ（10t＝トラック1台・積載率100%で換算）】

【労働時間】

小口類を輸送する各デポ間のトラック台キロを合計すると、5,922,180台キロ。

着

発

＜デポ間のトラック台キロ＞
着

発

＜デポ間の所要時間＞

トラック台数とデポ間の所要時間から総労働時間を算出し、一日の労働時間（８時間）から人日を算出すると、9,813人日。

着

発

＜総労働時間＞
着

発

＜労働時間換算の人日＞

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

1,451,30066,15029,82042,560301,20049,44055,280東京

107,9404,5103,42010,54035,62016,08053,120神奈川

246,00017,9807,2808,58051,66029,280163,680静岡

94,72010,35013,80011,68045,22040,300281,100愛知

8,8006301,16010,0008,14016,32099,560三重

5,2005403608,5202,86012,54094,500滋賀

2,4908401,12010,0505,8009,43058,950京都

3,6206,5206,960136,640146,700255,3601,759,960大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

6.25 6.13 5.75 5.25 3.75 2.00 0.50 東京

5.75 5.63 5.25 4.75 3.25 1.50 0.50 神奈川

3.75 3.63 3.25 2.75 1.75 1.50 2.00 静岡

2.00 1.88 1.50 1.00 1.75 3.25 3.75 愛知

1.00 0.88 0.50 1.00 2.75 4.75 5.25 三重

0.50 0.38 0.50 1.50 3.25 5.25 5.75 滋賀

0.13 0.38 0.88 1.88 3.63 5.63 6.13 京都

0.13 0.50 1.00 2.00 3.75 5.75 6.25 大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

19,7199004085883,765618691東京

1,4786247147445201664神奈川

3,075225911076463662,046静岡

1,1841291731465655043,514愛知

1108151251022281,376三重

6575107361731,294滋賀

31111412673129802京都

4582871,7081,8343,49623,913大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

2,46511351744717786東京

1858618562583神奈川

3842811138146256静岡

1481622187163439愛知

1412161329172三重

81113422162滋賀

41216916100京都

610112142294372,989大阪

トラックドライバー総数：88万人
（総務省「労働力調査」（2023年度より）
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大型車走行台キロ：277,207千台キロ
（平成27年度全国道路・街路交通情勢調査より）

※４時間超の場合は休憩時間３０分を含む



４．削減可能なトラック台数・労働時間の試算

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

〇条件に基づき試算すると、自動物流道路でカバー可能な１日あたりのトラック台キロは約１，５００万台キロ、
労働時間は約２．５万人日と想定。 （積載率４０％の場合）

【トラック台キロ（10t＝トラック1台・積載率40%で換算）】

【労働時間】

小口類を輸送する各デポ間のトラック台キロを合計すると、14,797,590台キロ。

着

発

＜デポ間のトラック台キロ＞
着

発

トラック台数とデポ間の所要時間から総労働時間を算出し、一日の労働時間（８時間）から人日を算出すると、24,519人日。

着

発

＜総労働時間＞
着

発

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

3,628,480165,15073,920105,640752,700123,520138,200東京

269,64011,0708,36026,18088,92040,200132,760神奈川

615,00044,95017,94021,560129,08073,200409,280静岡

236,80025,65034,44029,200112,980100,620702,300愛知

21,8401,5402,92024,96020,02040,460248,900三重

12,9201,32092021,1207,02031,540236,040滋賀

6,2102,0702,73025,05014,50022,960146,700京都

9,05016,28017,360341,280366,300638,4004,399,440大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

6.25 6.13 5.75 5.25 3.75 2.00 0.50 東京

5.75 5.63 5.25 4.75 3.25 1.50 0.50 神奈川

3.75 3.63 3.25 2.75 1.75 1.50 2.00 静岡

2.00 1.88 1.50 1.00 1.75 3.25 3.75 愛知

1.00 0.88 0.50 1.00 2.75 4.75 5.25 三重

0.50 0.38 0.50 1.50 3.25 5.25 5.75 滋賀

0.13 0.38 0.88 1.88 3.63 5.63 6.13 京都

0.13 0.50 1.00 2.00 3.75 5.75 6.25 大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

49,3002,2481,0121,4609,4091,5441,728東京

3,6921521163661,1125031,660神奈川

7,6885622242701,6149155,116静岡

2,9603214313651,4121,2588,779愛知

27319373122505653,439三重

1621712264884363,232滋賀

7826343131813151,997京都

1132042174,2664,5798,74059,775大阪

大阪京都滋賀三重愛知静岡神奈川東京

6,1632811271821,176193216東京

46119144613963207神奈川

961702834202114640静岡

3704054461771571,097愛知

3425393171430三重

2021331154404滋賀

1034392339250京都

1425275335721,0937,472大阪

トラックドライバー総数：88万人
（総務省「労働力調査」（2023年度より）
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※４時間超の場合は休憩時間３０分を含む
＜デポ間の所要時間＞

＜労働時間換算の人日＞

大型車走行台キロ：277,207千台キロ
（平成27年度全国道路・街路交通情勢調査より）



４．削減可能なＣО２排出量の試算

〇条件に基づき試算すると、削減対象となるトラックのCO2排出量は約１１３万 t-CO₂/年と想定。（積載率１００％
の場合）

【ＣＯ２削減量（10t＝トラック1台・積載率100%で換算）】

（5,922,180 ※1÷5,000※2）※3×2.62※4）＝ 3,103（t-CO₂/日）
→ 1,132,676（t-CO₂/年）※5

※１：各拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数の合計

①東京-神奈川 ②神奈川-静岡 ③静岡-愛知 ④愛知-三重 ⑤三重-滋賀
（13,912台× 40km）＋（12,892台×120km）＋（13,380台×140km）＋ （12,494台× 80km）＋（11,954台× 40km）＋
⑥滋賀-京都 ⑦京都-大阪
（11,692台× 30km）＋ （11,702台× 10km） ＝ 5,922,180 台km

合計 11,702台 11,692台 11,954台 12,494台 13,380台 12,892台 13,912台

※２：中型トラックの平均燃費 5,000km/kl（5km/l）として算出
※３：（拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数）÷燃費
※４：燃料（軽油）の使用に関する排出係数2.62 (t-CO₂ /kl) （算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧）

※５：日あたりの排出量×365（日）

＜各デポ間交通量・距離＞
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大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

5,313台 5,380台 5,484台 5,664台 6,252台 5,377台 6,180台

6,389台 6,312台 6,470台 6,830台 7,128台 7,515台 7,732台

トラックの年間CO2排出量：73,550,448（t-CO₂/年）
（「日本の温室効果ガス排出量データ
（1990～2021年度）」より）



15,445台

19,325台

４．削減可能なＣО２排出量の試算

〇条件に基づき試算すると、削減対象となるトラックのCO2排出量は約２８３万 t-CO₂/年と想定。 （積載率４０％
の場合）

【ＣＯ２削減量（10t＝トラック1台・積載率40%で換算）】

（14,797,590 ※1÷5,000※2）※3×2.62※4）＝ 7,754（t-CO₂/日）
→ 2,830,187（t-CO₂/年）※5

※１：各拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数の合計

①東京-神奈川 ②神奈川-静岡 ③静岡-愛知 ④愛知-三重 ⑤三重-滋賀
（34,770台× 40km）＋（32,216台×120km）＋（33,431台×140km）＋ （31,214台× 80km）＋（29,866台× 40km）＋
⑥滋賀-京都 ⑦京都-大阪
（29,211台× 30km）＋ （29,244台× 10km） ＝ 14,797,590 台km

＜各デポ間交通量・距離＞
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トラックの年間CO2排出量：73,550,448（t-CO₂/年）
（「日本の温室効果ガス排出量データ
（1990～2021年度）」より）

13,277台 13,442台 13,702台 14,152台 15,622台 13,435台

15,967台 15,769台 16,164台 17,062台 17,809台 18,781台

29,244台 29,111台 29,866台 31,214台 33,431台 32,216台 34,770台合計

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

※２：中型トラックの平均燃費 5,000km/kl（5km/l）として算出
※３：（拠点間距離×小口貨物を輸送する貨物車の走行台数）÷燃費
※４：燃料（軽油）の使用に関する排出係数2.62 (t-CO₂ /kl) （算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧）

※５：日あたりの排出量×365（日）



５．輸送密度の試算

〇各デポにおいて約９千～約１４万t/日の荷物が搬出入される想定。また、カートの速度が３０km/hの場合、
車頭距離は、９．３m～１３．６mと想定。

大阪 京都 滋賀 三重 愛知 静岡 神奈川 東京40km140km40km30km10km 120km80km

カートの車頭距離
11.3ｍ

カートの車頭距離
11.4ｍ

カートの車頭距離
11.1ｍ

カートの車頭距離
10.6ｍ

カートの車頭距離
10.1ｍ

カートの車頭距離
9.6ｍ

カートの車頭距離
9.3ｍ

カートの車頭距離
13.6ｍ

カートの車頭距離
13.4ｍ

カートの車頭距離
13.1ｍ

カートの車頭距離
12.7ｍ

カートの車頭距離
11.5ｍ

カートの車頭距離
13.4ｍ

カートの車頭距離
11.7ｍ

TOTAL
116,950ｔ/日

TOTAL
12,045ｔ/日

TOTAL
9,333ｔ/日

TOTAL
10,540ｔ/日

TOTAL
49,569ｔ/日

TOTAL
39,033ｔ/日

TOTAL
43,947ｔ/日

IN
61,761ｔ/日

TOTAL
139,049ｔ/日

IN
19,043ｔ/日

IN
25,832ｔ/日

IN
23,335ｔ/日

IN
6,169ｔ/日

IN
4,938ｔ/日

IN
5,297ｔ/日

IN
63,857ｔ/日

OUT
77,288ｔ/日

OUT
24,904ｔ/日

OUT
13,201ｔ/日

OUT
26,234ｔ/日

OUT
4,370ｔ/日

OUT
4,395ｔ/日

OUT
6,748ｔ/日

OUT
53,094ｔ/日

出典:国土交通省「第１０回全国貨物純流動調査」より作成

（4,873ｔ/h） （502ｔ/h） （389ｔ/h） （439ｔ/h） （2,065ｔ/h） （1,626ｔ/h） （1,831ｔ/h） （5,794ｔ/h）

（2,573ｔ/h）（793ｔ/h）

（3,220ｔ/h）

（1,076ｔ/h）（972ｔ/h）（257ｔ/h）（206ｔ/h）（221ｔ/h）（2,661ｔ/h）

（1,038ｔ/h）（550ｔ/h）（1,093ｔ/h）（182ｔ/h）（183ｔ/h）（281ｔ/h）（2,212ｔ/h）

【各デポにおける荷物の搬出入状況】
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【参考】東京圏・中京圏の渋滞状況（NEXCO中日本管内）

〇東京～名古屋間の高速道路の区間のうち、東京～海老名JCT間、高井戸～相模湖東間、一宮～一宮JCT
間について年間渋滞発生量が5,000km・時/年以上※となっており、混雑している。

出典:NEXCO中日本提供資料より作成
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【ＩＣ区間別渋滞発生量図（方向別）（2022年） 】
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寺

一宮稲沢北

多
治
見

双
葉

甲
府
昭
和

長坂

須玉

米原Ｊ
土岐Ｊ 岡

谷
Ｊ

諏
訪

養老Ｊ

あきる野
彦根 土岐南多治見

韮崎

双
葉
Ｊ

関
ヶ
原

養
老
Ｓ
Ａ

大
垣

安
八

岐
阜
羽
島

一
宮
Ｊ

一
宮

小
牧

小
牧
Ｊ

甲
府
南

八王子西
湖東三山 笛吹八代

春日井
養老

八日市 府
中

稲
城

調
布

高
井
戸

白根

大
月
Ｊ

大
月

大
月
分
岐

せと品野

八
王
子

国
立
府
中

談
合
坂

上
野
原

相
模
湖

相
模
湖
東清洲東第二

一宮御坂

南アルプス
清
洲
Ｊ

清
洲
東
第
一

平
田

山
田
西

山
田
東

楠
Ｊ

楠
小幡

勝
川
第
二

勝
川
第
一

松
河
戸 増穂

大森
守山

八王子Ｊ
都留

上社

甚目寺北 引山

清洲西

甚目寺南

せと赤津 勝沼

河口湖

富士吉田西桂 高尾山
大治北 上社Ｊ 名古屋

豊田藤岡 六郷

名古屋西Ｊ 富士吉田忍野

富士吉田 相模原
日進Ｊ

大治南 本
郷上社南 豊田勘八

大安 千音寺南 植田

山中湖 相模原愛川
東名三好 鞍ヶ池

高針Ｊ
長島 弥

富
蟹
江

名
古
屋
西

厚木ＰＡ
鳴海 豊田

新
静
岡

浜
松
浜
北

新
磐
田

遠
州
森
町

森
掛
川

島
田
金
谷

藤
枝
岡
部

須走

桑名東

浜
松
い
な
さ
Ｊ

浜
松
Ｓ
Ａ

豊田松平
東員 富

田
南
陽

飛島北

新
秦
野

秦
野
丹
沢

新
清
水
Ｊ

富沢

新
富
士

駿
河
湾
沼
津

長
泉
沼
津

新
御
殿
場

新
清
水

静
岡
Ｓ
Ａ豊田東Ｊ

新四日市Ｊ

圏央厚木

豊田Ｊ

桑名 有松 豊田上郷

海老名

御
殿
場
Ｊ

豊
田
南

豊
田
東

岡
崎
東

湾
岸
弥
富

飛
島
Ｊ

名
港
中
央

名
港
潮
見

東
海

大
府

厚
木

四
日
市
Ｊ

み
え
朝
日

み
え
川
越

湾
岸
桑
名

湾
岸
長
島

弥
富
木
曽
岬

海老名Ｊ

四日市

四日市東 浜松いなさ 清水いはら
菰野

新
城

伊勢原大山

伊勢原Ｊ

名
古
屋
南
Ｊ

豊
明

刈
谷

三
ヶ
日

舘
山
寺

浜
松
西

三
方
原

浜
松

遠
州
豊
田

鈴鹿ＰＡ 岡
崎

音
羽
蒲
郡

豊
川

三
ヶ
日
Ｊ

秦
野
中
井

富
士
川

富
士

愛
鷹

沼
津

裾
野

駒
門

大
井
川
焼
津
藤
枝

焼
津

静
岡

日
本
平
久
能
山

清
水

清
水
Ｊ

磐
田

袋
井

掛
川

菊
川

相
良
牧
之
原

吉
田

玉
城

伊
勢
西

伊
勢

亀山Ｊ 厚
木
西甲

賀
土
山

亀
山
西
Ｊ

横
浜
青
葉

東
名
川
崎

東
京鈴鹿

綾
瀬

横
浜
町
田

御
殿
場

足
柄

大
井
松
田

寒川北

伊勢関
平塚 寒川南

小
田
原
東

厚
木
南

荻
窪

二
宮

大
磯

海老名南Ｊ
伊勢原

亀山

亀山ＰＡ

勢
和
多
気
Ｊ

多
気
ヴ
ィ
ソ
ン

紀勢大内山 箱
根
口

小
田
原
西

Ｊ
・
Ｃ

大宮大台

芸
濃

津久
居

一
志
嬉
野

松
阪

紀伊長島

早
川

石
橋

小
田
原

酒
匂

国
府
津

橘

茅
ヶ
崎
Ｊ

茅
ヶ
崎
中
央

藤
沢

茅
ヶ
崎
海
岸

茅
ヶ
崎
西

西
湘
二
宮

E1A伊勢湾岸道

C2名二環E23東名阪道

E1A新名神高速

E1東名高速

E1A/E52/E69新東名高速

E1名神高速

E27舞鶴若狭道

E20/E19/E52中央道

E23伊勢道

E84西湘バイパス
C4/E84新湘南バイパス

E85小田原厚木道路

E68
富士吉田線
東富士五湖道路

E42紀勢道

E52中部横断道

C3東海環状道

C4圏央道

100 km･時未満

データなし

250～500 km･時未満

100～250 km･時未満

500～750 km･時未満

5,000 km･時以上

1,000～5,000 km･時未満

750～1,000 km･時未満

渋滞発生量（km･時／年）渋滞発生量（km･時）算出方法

※年間で最大の渋滞距離が10km、1,000時間以上となっている区間のイメージ


